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本日の報告内容

①SGHからNGPへ

②どんな人材を育てたいのか

③実践例の報告
～協働による教育プログラム開発～
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①SGHからNGPへ
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（校内での呼称）



・海外での学び 台湾研修・米国リーダー研修

・地域での学び 課題研究・PBL・フィールドワーク

2014年4月～2019年3月
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観光を核にした国際都市NAGANOを担う
グローバルリーダーの育成



長野高校のポストSGHは、グローカル教育

グローカルな視点で長野の２０３０年を考える
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グローバル＋ローカル



地域との協働による

高等学校教育改革推進事業（グローカル型）
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②どんな人材を

育てたいのか
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地域から世界へ

世界から地域へ貢献できる

グローカル人材
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研究開発構想名

SDGs未来都市NAGANOを創造する

グローカルファシリテーターの育成
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本校が育てたいグローカルファシリテーター（抜粋）

〇長野県や長野市が持つ強みを理解し，地方創生への興味・
関心，意欲を養う。

〇レイヤー的思考，ブレイクスルー発想，国際的な対話力を
育成する。

〇質の高い探究学習を可能にする情報収集能力・活用能力・
発信力を身に付ける。

〇コンソーシアムと共に，地域のSDGs達成への有効な政策
提言ができる。

〇英語でのPBLを通じて，グローカル人材にふさわしいキャ
リア形成を行う。
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③実践例の報告
～地域との協働による

教育プログラム開発～
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長野高校 地域との協働実践例

2学年スキル養成講座
5月21日、22日 総合的な学習の時間

2年次のグループ研究開始に伴い、生徒たちの設定課題を深めるため、社会人に

授業に参加してもらい、フィールドワーク訪問先など相談する機会を持つ。

【第1部】(30分間) ミニレクチャー「NAGANOができること」

【第2部】(40分間) データ活用講座・フィールドワーク相談会（テレビ会議含む）

【第3部】(20分間) 班に持ち帰り共有（ディスカッション）

協力 東京海上日動グループ 金鵄会 13



工夫した点

①いいグループづくりのため一人一役

リーダー、サブ（異性）、書記、データ分析係

②探究プロセス設計

複数のフィールドワーク、台湾での発表、インタビュー

海外の都市との比較（英語キャリアプロジェクト）

③テレビ会議活用

東京にいる講師からのレクチャー及び相談会
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東京海上日動（岩破幸平氏）とのやりとり

● 企画の相談 ２月頃

● 企画の提示 ４月中旬

● 講師として 当日
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成果① 多角的な視点

・先生の話と私たちのテーマは異なっていましたが、

「ある1つのことに特化して調べるのではなく関連

するものを多く調べることが大切だ。」「多く情報

から使えそうなものを取る。」「柔軟な考えで新し

い考えを思いつく。」という言葉が心に残り、これ

からのNGPで大切にしていくべきだと分かった。
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成果② 課題設定のヒント
● クリーンエネルギーの普及について質問してみると、自動車

企業や住宅の企業、講師の先生が勤める保険会社もソーラー

パネル普及の組織に関わっていると知った。「エネルギーだ

から工場関係」といった固定観念は調査を邪魔すると感じた

し、より広い視点から見ると予想だにしなかった意見が出せ

て純粋に面白いと感じた。

● 海外支援や健康、自然、人といった立場から様々な意見をい

ただけてとても参考になりました。FW先や班内でのテーマ

の指針などを決める一つの手がかりになったと思います。
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長野高校 当面の地域との協働による取組

７月２２日（月） フィールドワーク 全機関

首都圏フィールドワーク 東京海上日動

インタビュー実践 長野県 信州大学 APU*

８月～ プログラミング体験講座 信州大学

９月２８日（土） NAGANO英語プレゼン大会 県立大学 信州大学

*APU…立命館アジア太平洋大学 昨年度連携協定締結
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図　カリキュラム開発計画表

◎太字はコンソーソアムとの共同開発事業

年度 １年 ２年 ３年

４月 ブレストワークショップ

５月 ディスカッション講座 データ活用講座 探究学習・成果発表会

探究プロセス設計講座

６月

遠隔インタビュー②

７月 県内フィールドワーク

インタビュー実践 広域フィールドワーク

８月

９月 NAGANO英語プレゼン大会

１０月

１１月 フィールドワーク SDGs国際会議 in 台湾

遠隔インタビュー① 海外インタビュー

１２月

１月

２月 課題研究発表会 論文作成

３月 米国リーダー研修

SDGs講習会

SDGs国際会議 in NAGANO

SDGsワークショップ

ゴール１

SDGs課題研究発表会

外部発表会（選抜者・希望者）

最終ゴール

進路研究

英語論文

米国リーダー研修プログラム

（選抜者）

１年次に続き

米国リーダー研修プ

ログラム

米国研修及びグローバルな学び報告会

Programming for Project (希望者 プログラミング講座 ) 

-１，２年共通講座 ８月～３月 -３月に成果の発表

ゴール２

ゴール３

ゴール４

４つのゴールの終着点

年
間
の
開
発
計
画
表



３）管理機関としての取組について

長野県教育委員会事務局
学びの改革支援課
高校教育指導係
長嶋 幸恵



「高校改革～夢に挑戦する学び～実施方針」

１．自ら立てた問いに対し、チームとして

協働しながら解を見つけ、新しい価値

を主体的に創造していくことができる

資質・能力の育成

２．信州に根ざした確かなアイデンティテ

ィと世界に通じる広い視野、資質・能

力の育成



具体的な施策（１）

１．すべての高校で、課程別に「３つの方針」

（生徒育成方針、教育課程 編成・実施方針、

生徒募集方針）を策定

２．全県立高校で「信州学」(信州に根ざした「探

究的な学び」の総称）を実施

３．「信州つばさプロジェクト」高校生の海外留

学・海外研修の促進のための事業の実施



具体的な施策（２）

４．グローカルな視野で「探究的な学び」を進める

ために、「探究科」を県立高校３校に設置

５．「未来の学校」高校改革研究校６校を指定

６．「高大連携プロジェクト」として、PBL研修、

グローバル講座を実施



長野高等学校への協力・支援

１．人的支援
・運営指導委員会

・海外交流アドバイザー

・地域協働学習実施支援員

・グローバル講師(ALT１名に加え、経験豊富な外国人

講師を県独自に１名雇用）



長野高等学校への協力・支援

２．コンソーシアムとの主体的な取組
・パイロット校会議の開催

・「探究的な学び」研究会の開催

・指定校取組の紹介

(教員、生徒の研究発表会の支援、メディア等

を活用した成果の普及）



長野県長野高等学校
地域との協働による教育改革推進事業（グローカル型）

グローカルな視点で長野の２０３０年を考える
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ご清聴ありがとうございました。


